
ふるさとを愛し、 

主体的・協働的に学び 

豊かな未来社会を創る子ども 

令和７年度は、国語の授業を中心に

読解力の向上に取り組む。 

令和７年度 

 

 

 

■現職教育のテーマ 

「  自 ら 考 え 表 現 し 、 学 び 合 う 子 の 育 成  」 
―  言 葉 を大 切に す る  羽黒 の子  ― 

様々な情報があふれる社会で直面する「問い」は、簡単に正解が得られないものがほ
とんどであるし、何が「問い」なのかさえ、自分で考えなければいけない。これからの
時代を生きる子どもたちには、「問い」そのものを見出す力や、「問い」をじっくり考え
る力が必要になってくる。このような社会の変化を捉えた上で、「読解力」に重点をお
いて取り組んでいきたい。その中でも、今年度は、「導入・発問」＝「問いを引き出す」、
「発展・問い返し」＝「言葉にこだわる」場面を意識した授業づくりをしていく。そう
いった取組の中で、言葉を大切にして学び合う子の育成をしたいと考え、研究主題・副
題とした。 

 

■研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創造 

自主 

協力

ｋ 確かな学力の形成と自ら
学ぶ力を育むために、指
導方法の工夫や改善に努
める。 

学年の発達段階に応じ、
言葉を大切にして学び
合う活動の充実を図り、
子どもの思考力・判断
力・表現力を高める。 

子ども同士、子どもと教
師の温かな人間関係づ
くりを大切にし、学び合
う集団づくりに努める。 

全職員が研究主題追究を
目指した授業公開を行
い、教師同士の学び合い
に基づく研究協議によっ
て、互いの指導力の向上
を目指す。 

子どもの姿を通して自
らの指導を評価し、教師
としての資質・能力の向
上に努める。 

全教科・全領域での指導
法や評価の仕方、一人一
端末を活用した授業の
準備等に取り組むとと
もに、読解力向上を目指
した授業づくりを進め
る。 

読解力 

低・中・高・特別支援部会 


